
中国・香港・台湾の

現状と将来

社会主義体制か変革する中で、 中国は香港が中国に返

還される6年後まで現体制が維持できるのか、 自由経済

が中国に与える影響の結果は、 近い将来に見えてくるで

あろう。

東京外国語大学教授 中嶋 嶺雄

ヰi，はii’li<Iや京アジアをJ;'i-1”lにしているが、rl'I i<Iぞ

語る場介に、 大陀1 I 1い；lだけではなく、台間や存地あ

るいは点雨アジアの4削喬社会などを合めた中同入社

会のタ河本｛象そ凡る比J；カf-Jik近はとくに必要になって

きているのではないかと考えている。仰fかに、 大，，長

111国はl E倒的な人11を持っているc したがって、そ

のサイズ、は巨大だが、これを経済i汚到刊行本として与ー

えるとどうfごろうカ・。

fyljえば日本を取り巻く貿易環境で凡ると、 このと

ころ卜l本と台湾f'(主主のほうが、対中l·iilf'l易よりもず

っと大きくなってきている。 また、計約あるいは芥

港の経済的なE船主によって、対外貿易総傾では芥港

が一帯大きく、次が台湾、 大陸はその次という状i>l

になっている。

（ 中国の人口問題 〉
人l I は非常－にアンバランスて＼中川の人口はいま

や、 公式の統汗｜では11億7000万人であり、我々は13

億人位ピヒ考えている。

この人llをこのままの状況で増大させていけば、
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21 I仕赤己の.fJJJi.(iには20憶をつ包えるので‘はないかとL、う

hllllもmており、�w·,:;r；に主要なI栄亥ljな川�wになりつ

つある。 －）j、rl’（J'Iて、はl人っ子政策を断行してお

り、 大変な人l i抑Hill�しているにもかかわらず人11

は明えている。

このことのふ盾は、より；楽tiJである。 引と久ーがい

てl人 のー何共しかできなければ、 人口は逓減してい

くはずである。 それにもかかわらず増えているとい

うことは、 l人っ子t必定，�，f本もうまくいっていない

ということでもある。 また、 これを続けることの社

会的弊吉や、 さまざまな問題が，巴こっている。 とに

かく中国は、人円という最も基本的なi::1J凶fごけをと

っても、�w,:;r；に大きな1·1;i-，みを＇：�iっているわけである。

『｜『同い、えば一知的には、 ヨド·，：；r; lこ広L、弘子江の永

述の流れというイメージだが、 より科学的な線拠で

1I11.EIを凡てみると、1! 1l·EIほど紛れ、l壬｜はないと計って

いい。 人UHの住めるI.if住空r:111;:1:.1l本多lj品の31剖立し

かなく、あとは砂ii lとか禿LLI、砂漠なと．荒涼たる荒

れ地が司'I主｜の全体像である。 そして、 森林の被援単

が非常に少なL、。 わカr1 Elは依然として70°0が森林

に被われている。 3、 4 ，，，三riiiに「｜｜上手許税林年Jの
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討中？？’併任、 人’1·;,1‘｜刊11li、 l’l しよlj I j号、 ローテーショ ｜ン
等の、 －j阜の制度の略的、.iillJllにfれ、m11i主の超昼間の

以透、 教育：111JJ立の11対1Yf築がこれからのぷi凶とな
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（祐輔l立本年6月21日の他企業研究会「明日の人材育成を推進

会Jでの総資内容を加筆・修正したものである。）

l立、 絵1'li1を組·rtし、 ノfロック「T梨をJfl�＼L、て:ft!.!しん

t.:' （ニj£いないと，目、います。 l’l r�にイi!Ji石ヵτiliヲ在にflli)J

くようになったので．す。11以丘のイi1ノaな．干：ト．予y，.でも

,... 
インシユタイン0879一1955イ｜＝）は汀計11誌tこノfイオリ

ンを•ijii－？手していましt.：。 日本の平'1-7�1'i«こも:ft!.!協を

i'.lil必ずる人が多いのは、 科＂／；することし ti:Ji'－＂と

カii，『Iカ·•JIきイナけるものがあるように思います。

1986イドにヲViとした、 J父がキl：のリコーフィノレ・ノ、

ーモニーオーケストラの卜tiill.:J:.IJ.!イE、 総数69�、

米政トtlilゃ卜ti友を除くと、 491うです。 クラシック

('j·:Ji'�を聴き、 絶えず:ft!.!�与をi'.li·i�している人述ぱカー

りです。 この49�，の小のなんと36れ（74%） が’ぷ

は、 研究所やIJM:i訪日門で.ffr}J ＜技予｜：片守なのです。

技'rl'r-f"d.：·ヵ・ら、 必ずしもれlJiJ'..!:"l'I：があるとはいえ

ませんが、 少なくとも・Ii·務系の人述よりも、 制定

n�発判｛することがJlJJj.＇，，されています。 初、l.:J:.リコ

ーフィノレの361'，の技体rri·が本業のfl：’J�のl I lで＼よ

りかJi.立ドI：をプヴ針wした11'と.！.！�をふ戸げて行大しいとI�.（［って

います。 それがクラシックi"T裂とイllli:iiの！対f,f；佐川：

lリiすることになるカ・らてhす。
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•，•長任耳i制作：そのillのエキスパートで業務進行のプロ

総合�i以作：総令（l'·Jな・ij；�波で広純な耳制労経験を経るか、

または，�·：jJ立な専門知品ぞらち、 合1111111�11e

(l�J業務を進行する

flJ；任職i：下：主として技能的職域におし、て1時半分肝に

制通し、 そのシステムの'I Iで来J先進行の

'.tfとなる

一般耳iM下：限定（l{Jな�W°.DJGにおL、て、

行する

職府を」・下（こ4分；111］し、 上から経営臓！将、 上級職

府（ιλ上司1�組合1.J.) 、基幹峨！村、 社員i附付。可制日の

変わり目を厳しく>lることになる。

日常的業務をi茎

まれたF削l I�私は次のように考えるので．す。 すな

わち16111：紀までのヨーロッパでは、 人jl\JI�L、ヵ・に

して＇1：俗をして� j·くか、 民肱11\Jのl�W'f1トと、 その民

族をまとめるための京教の杭仰、 その宗教11\Jの争

い、 がl＇ーたるものだったでしょう。引代と般ベて、

人川の＇l:i,r；は余りlfli I’i L、とはいえなかったと思い

ます。 �i<-¥XをE I，心とする佐川のE l’から＇I：まれた、

絵11rr1ゃれ＇·:ft!,!はノレえ、ッサンスのぷ術として伐ってい

ます。 このH、Y代の斤梨は、 二；·＜教の折りt二JliL、オラ

トリオ（叫切り＇i1ll1）のような・lli訓なものでした。 人々

はこの1}1.,Jl.Jなものに飽きて、 ’変化のある刺激を求

めていたのです。 そこで引まれたのが、 紙・急・

柑の変化に；ヤ；んだノfロックr；·梨だったのです。 バ

ロック，.，，�梨のもう1つの午、何町立、 栄，，t;lfj，に滋賀ilit'i"·が

使われていないことです。 これはjji（－？手才；がfi'llll名

の訟を地みながらも、 ｜’l分でl’1山にff?t!.!そぷ引て

きたのです。 これは人々カf ,.,,, lをつl占める、 れl]j主性

を：：＇if（視する欲求のlJ,!A'Lて．もあります。

ノfロックのH、干代に、 多くのf:',t｝、；な不I··ア：r；ヵνl:f

れました。 yゲリレオ . 7ゲリレイ（1564～］64 211三）、

ヨハえ、ス・ケプラー（1571～163011三）、 プレーズ・

ノfスカル（1623-1662"1三）、 アイ寸jごツク・ニュート

ン0642-17271ド）、ロノfー卜・ボイノレ(1627-1691

イド）、クリスティアン・ホイへンス（1629-] 695"1と）、

ゴットフィーノレト ・ ライプニッツ0646～1716

{F· ） 、 ジ ェーム ス ・ ワ ット(1736 ～1819イn 勺 々 の

ようにF（：�··1’C命のJ，与陀になった、 平：十＇jf.-..r,ーばかりで

あります。

これらの山大な平：n:-.r；主は、 f l：・I�に波れたとき
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な
ど

調Tそによると、 小l Iiiの森林被桜中はわずかに12%1iii

後である。ということである。1j1凶の山にはほとん

ど木がないということだ。�r.1+.i地域に行けば非常に

紘が問かだとL、うが、'I『凶の拠地までー入ったり、 ソ

述からJI�んだり、’·��11iの｝jカ・ら米たりするとよく分

かるが、 %に紋が少ない。

そこにこれだけの人l I がイi-{ I'.するわけだから、 人

11\Jが11：めるν�H\Jには人カ礼、っ』j:'＼、溢れているという

ことになる。

そして小，，，，の必本的な1::J)lliは、 依然として政業情

)1ょの似挽カT進まないことである。出来人IIが80%を

,1；める＇f(({.t;(I�）な十1Yilヌ｜は、 改.y;_ ·IIトi欣を盛んに披吹し

ていながら変わっていないのである。 l i本は木、円の 資本l：�を（I勺なインセンティプを70ドオされたというこ

となのt.：＇。

これが、 この10年！日jの＂＂＂＇社会における1広大の変

化だと，：っていt、と思う。 ひとたび資本i�義的なイ

ンセンティプ、 つまり、イ制活けをしてもL川、と，；午さ

れたとたんにrjij iii社会は大きな変化石f始め、 �.�け

のことしか与・えなくなったのて．ある。

J乙米、'111-til人は.Jl;·,•jr；に勘定，：·：j ＜、 令制，i目・けること

をむしろjミt出とJJ·・える。

そのようなイ防長！占党舎もともと持っている'ii!iil人

に刈して、 JI.：店主止の天下てはそれを，i'1：さなかった。

しかし、，i'1：さざるをねなくなったのがこの凶作�1111で

ある。そして令1請けを許したとたんに、 あれほど［；

沢米，，ff歩／＜i:'tぷりかざして、 'i'i EIJt1主党のイデオロギ

－··；：：�I＞／�やっても1i)Jカ・なカ・った『I•同社会が：fYJき始め

出家は数%しかなく、 派業出家を人れでも10数ノf一

セント｛＞；＞切っているわけTごから、 いかに小11<1がU人；

な出来1111家であるカ・が分かる。

そうなると、 わずカ・に93'っているおり也や・ド地の紋

あるところは民地であり刷であるから、 行IIdiおよび

その川辺：.1非常な人 I I 県中地，：1｝になってくる。した

がって、 どの｜折｝＇，·をとっても、 人間というよりも人

HIJ��r1J r �） t 、て.'I’lてくるという感じがするのは、

Jiili i 1からで．ある。

その

⑩革臥って動き始めだ中国社⑥
力以丘、 ＂q !iiては改小：とかIJト｜欣と日っているが、 ひ

と円｛こL、えばこれはいIなのか。エズラ・ポーゲ、ノレ氏

t.：。

ノド＇＇1に広京の11 lのq1まで変わり始めた。この変わ

り｝jは.Jlo·,:jr；に急.itt.：•が、 みんなが！ii］な1：λ－をして全

を！請けようとし始めている。また、 少しでも全のu

かるところに移動し始めたのである。これが＂＂ 1<1社

会の人－きな災化だと，＇.Y.う。

が広域Lについて,11;·,•j＇；に分Jl/.ぃ本を，•f-t、ている。彼は、

『ジ＼リfン ・ アズ・ナンノfーワン』て．イ1・ア，になった

が、 もともと1jij1<1研究-?Iーである。 彼は広米に非常に

洋しく、Jl川〈がJ＇�Pn化したときにそれを調子tしてイ記

念�1::t、たのが彼の処火作である。

〈金を求めて都市｜こ集中する人口〉
qq EHi：会では、3Q(){p経つでも隣は隣であるのが作

i邑であった。点以のように流動の激しいところと述

い、 社会的モピリティーがJIミ·，：jr；に欠如lした伝統的な

社会であって、 それが中間の悠久の出村の委だった。

彼はノト1111、 改小：、｜比JJ.皮下のjぶ米を徹底的に淵べ、て

本を，•：：・いており、 .fl、は11ぷ丘それを択している（frl ij lij 

の尖！緋一一t'.:lc·'1＇；＿ドのjぶバ司 、 I 1本来百斉菊rl!tHt)。広

米がどうなっていくかについては後ほど.iiliべるが、

改午とかIJトJ)j,l(とはいったL、Mなのか。!l!iじ，；，1めて分

かりやすくいえば、 .·，·；＿命凶＊において令を1.；�けるこ

とカf紫じられていた＂11111において、 金主：－1，；�けてもい

いということになったということで、ある。つ£り、
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それがこの10年間て急、速に変わってきた。従来、
中国では、 ！�を出るためには通行証が必要だったが、
その通行証がこの 80年代になってなくなり、 基本的
にど司へでも自由に行〈ことができるようになった
のである。そのとたんに、 たとえば広東省は香港に
近いこともあって改革・開放が進み、 非常に所得水
準が高〈なっていった。そうすると、 広東に行けば
メシが食えるということで、 ワーっと広東省の広州
に手交到する事態が起こった。

ぃi:jばんひどかったのは一昨年の春節ー旧正 月ー
には1 1日10万人が鳥川に殺到した。広州当局は徹底
的に取り締まって農民を押し返したが、 それらの農
民た山広東省の山奥からだけではなく、 四川省や
広西チワン自治区、 あるいは湖南省からも出て来た。

（（都市への移住抑圧政策 〉
現在、少しでも金のあるところに行こうとする人々

が、 1 ！日に 1 億人移動しているとみられている。し
かし中国社会のトランスポーテーション、 インフラ
ストラクチャーは旧態依然たるものであるから、 皆
さんカ刊反に中国をご自分で旅行しようとすると大変
なことである。

中国社会は、 依然として非常に混劃ぷ況にあるわ
けだが、 これを具体的な事実として見てみると、 牒
キすから都市へ殺到する人口が増え過ぎて非常に困っ
ている。昔から中国ではそうだが、 都市と農村では
何といっても都市のほうがよく、 オアシスみたいな
ものである。

そこで、 農村から都市へ出ることを防寸ために当
局は、 lこの春から徹底的な抑圧策をとっている。ま
ず、 普通の人は都市に戸籍を移すことができない。
一時的な出稼ぎは追い返され、 追い返されればまた
出て来るい、うことを繰り返しているが、 たとえば
福建省の鹿門の公安局が3 月25日に出した通達によ
ると、 l農村から都市に移れるのは、 次の条件を満た
した者でなければならない。①重病で農村生活が困
難なもの、 ＠灘や親族が農村にいない18歳以下の子
女、 つまり、 身寄りのない18歳以下の子女や病院に
入る等の理由があれば、 都市に移ってもいいい、ぅ
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ことである。③都市に45年住んでいるもの、 し対が
って、 45年も都市に住んでいること自体がかな引高
齢者である。次に、 ＠職歴が25年あり、 都市でり結
婚が 5 年ιLI:の者で、 段村での生活が困難な配111!者、
もし〈は18歳以下の子女。つまり、 旦那がずっと都
市にいて別れ別れに住んでおり、 しかも結婚歴対長
い配偶者は、 年を取ると旦那のところに来てもけい
とし、うことである。⑤婚歴が長く子供のないよ婦
で、 子イ共ができないという医師の証明書のある35歳
ιLI:の女性、もしくは1 . 7 歳以下の子供を持つ女’闘で
ある。中国てはいかに 1 人っ子政策をやってい
とL、うことだが、 子供ができないれ、う証明の剥る
女性であれば都市に来てもいいとなっている。

ただし、 この条件に合っても、 す〈宇都市に米料る
わけではなく、 4 月 5 日までに証明書をつけて
すれば、 許可証を得る可能性があるという通達
る。これほど厳しいことを現実に中国ではやって1い
るわけTご。

（いつまで現糊が維持できるか
ニのような中国社会はいったいどうなのか。

的に中国は1つだと言っているが、 1つの党のむ導
のもとで1つの方向だけではゃれなくなってきて｜い
るのカ望見実であろう。何とか 1つの体制で、 1すの
党で中央が集権的にコントロールしようとしてける
ところに、 いまの中国の根本的な無理があると，Eう。

そのような無理を続けていけば、 ご承知の天剣門
事件のように学生たちの民主化要求が起こって引る
わけで、 これは一種の多元主義の要求なのであv
中国社会はもともと多元的な価値観を持つ社会て↑あ
り、 それを共産党の一元的なコントロールのもとに
置くこと自体が無理なのだが、 それを何とか毛i東
の威信て、やってきたのである。しかし、 それがもう
単に政治的だけではな〈、 社針句にも経済的にも｜限
界点に達していると言えよう。

これが、 今後の中国を考える際の根本的な問題に
なってくるのではないかと思う。もちろん天安門事
件のあと、 依然として中国は厳しい締めつけを噌っ
ているし、 学生たちに対するコントロールには対変



なものがある。この間の天安門事件 2 周年の時に北
京の学生たちが小瓶を投げつけ抵抗運動をしたが、
あれほEコントロールしていてもなお、小瓶を投げ
つけたのだ。この寸悦民は、郵小平のシアオピンと小
瓶のシアオピンとの語呂合わせなのである。

そのような状況のなかで中国の現体制を車樹寺でき
るかどうか、ここ数年のうちに何らかの結論が出て
くるのではないかという気がしている。というのは、
あの天安門事件を上から抑えつけることができたの
は、 1つには寧が最後には力を握ったこともあるが、
寧がなぜ、あれだけ力を持つことができたのかとい
うことも含めて、何とL、つでも郡小平や陳雲など革
命第一世代の持つ権威があると思う。このことは、
中国的な社会では無視できない。一種の家父長体制
的な権威だが、抗日戦争を戦い、国境内線を戦って
建国し、毛沢東政治をも棚上げするようなかたちで、
いまの部小平たちが存在してきているわけである。
したがって、彼の一喝は大きかった。くちぱしの黄

色い若者や知識人が何を言うかということであろう
し、何といっても自分たちがつ〈ってきた国である。

その点はゴノレノぜチョフにしてもエリツインにして
も、 レーニンから数えると革命第三世代であるから、
その辺はやはり違うだろう。東欧の指導者もだいた
い第二、第三世代だが、中国の場合は、東欧が崩れ、
ソ連カ雪崩れかけているにもかかわらず社会主義を守
っている。守っているEころか断固として、まだ社
会主義だと言っているわけである。

一方で、先ほど述ペたように資本主義的なインセ
ンティプを許さざるを得な〈なっている。社会の内
部が変わってきているにもかかわらず、上剖勝造は
依然としてマルクス主義であり、計画経済主導であ
り、社会主義がいちばん正しいと言っているわけだ。
それは非常に大きな矛盾だが、その矛盾をとりつく
ろって押さえつけているのが、部小平の権威である。

その部小平はすでに 87.歳であるから、どう考えて
もここ数年のうちには革命第一世代の退場が出てく
るだろう。郡小平の死に待ちのような状況の中、政
治権力は決して透明なものではなし郵小平に近づ
〈よりも、むしろ距離を置こうとし始めている。こ
れが今後の中国にとって、非常に不安ではないかと

いう気がする。
中国は人口が多いから、依然として1 人当たりGNP

は非常に低い水準にある。その中て沿岸地方はかな
り発展してきており、その格差は非常に大きくなっ
てきている。しかも最近は地方の独立国化の動きが
あり、先ほE述べた一元的な中国が、だんだんそう
ではなくなりつつある。

例えば広東省は、過去10年くやらい 2けたの経済成
長を続けてきており、かなり貧しかったのが、今は
非常に豊かになってきてL、る。しかも、広東省の場
合は工・農業総生産がかなり高くなったにもかかわ
らず、税金の北京への上納額が非常に 少なくて10%
であり、 9 0%は省に留保する権利を持っている。

だから75%を北京に持っていく上海の人たちは北
京に対して非常に不満が多い。自分たちがこれほE
貢献しているのにという思いがあるわけで、最近、
上海グループと言われる江沢民なE上海出身者が大
きな顔をし始めたのもそこにあろう。

上海人と広東人は昔から仲が悪〈、今もうまくい
っていない。広東では、葉剣英の息子の薬選平がこ
の前まで‘省長をやっており、断固として頑張ってい
る。これを中国では「諸侯経済」と言う。諸侯が各
藩に婿堀しているということで、“諸候経済を打倒せ
よ”カ対l；京のスローカFンになっている。このことは、
いかに地方が分権化しつつあるかということだと思
フ。

広東がこれほE発展したのは、いうまでもなく香
港の景タ前ある。特に珠江デ、ノレタ地帯の 深別は数千
戸の小さな寒村にしかすgなかったのだが、今は深
胡lに農村からたくさん人が出て来ており、 昼間人口
が150万から160万の大都会になってL、る。深却11の経
済持別区は改革・開放のそデツレだと言われているが、
何といっても香港に近い。 深却IIの近くの宝安などを
通って広州、｜に行くわけだが、この珠江デルタのいち
ばん内側の部分が非常に豊かになって、香港にかな
り近い存在になりつつある。香港の資本がEんEん
入り、外国資本もかなり入って北京なEよりも高い
賃金を払って〈れるから、広東一帯カ勾ド常に活気づ
いてきている。

いままで毛沢末思想を掲げて、“中国がいちばん正
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しし、” と言ってきた自分たちは井のなかの蛙であっ
て、植民地と見下げていた香港が世界の活力を集め、
情報、 ハイテク、 ファッションすべてが、 まったく
別世界のものであることが彼らにも解ってきた。初
めは1 台のテ レピをみんなで、寄ってたかつて見てい
たが、 華僑からもらったり、 出稼ぎに行ったりして、
みんながテ レピを持てるようになり、 テ レビの電波
は香港から自rJ1に入ってくるので、 二度と後戻りで
きない社会になってしまった。共産主義や毛沢末思
想、が完全にEこかへいってしまって、 皆が儲けるこ
とを考え始めたことに、 中国の 1つの大きな変化が
ある�けて、ある。

もはや後戻りできないとすれば、 北京中央が社会
主義を堅持し、 しかも地方と随分違ってきているこ
とと関連して、 いったい中国はこれからどうなるの
かという問題が出てくる。その意味で中国は、 広東
辺りから大きな変化が出てきていると言っていいと
n1ζ 

•I」泊、 ノ

（ 香港の現状 〉
香港については、 19 9 7年 7月 1日を期して中国に

返還されるわけだから、 これから6年でどうなるの
かという問題がある。香港は経済的には非常に活気
を呈しているし、 1 人当たりGNPは1万2000 ドルて、
大陸の4例部丘〈、 日本のサラリーマンとあまり違わ
なくなってきている。貿易総額は世界の11、12番目
の固になっており、 非常に豊かな経済的活気を呈し
ているわけだが、 この香港をひと皮むいてみると、
中は非常に到H謡している。

それは、 大陸に回収されると動きがとれなくなる
のではないかれづ恐れである。特に天安門事件の
影響は非常に大きかった。香港の人々 は、 その日の
糧を求めるだけで未米を考えることをしなかったの
だが、 あの天安門事件で初めて未米を考えざるを得
なくなったのである。彼らは、「きょうの北京が、 あ
すの香港」と思い始めた。

香港の人口は600万人近いが、 そのうちの200万人
があの時のデモに立ち上がった。これは画期的なこ
とであった。香港の人々 はL、ままで政治に積極的に

56＿�凶in鰯R蜘a附側.10

参与することをせず、 団結するようなことはなすっ
た。彼等の不安の 1つの反映としては、 このとヰろ
毎年、 数万名が海外に移住しており、 あと6年φう
ちには100万人近くが海外に移住するのではないまトと
言われている。

i斉を支えてきた中間層がすっぽり抜けてしまう＆い
う問題がある。 ある日本の銀行の香港支店ではJ現
地のローカノレスタッフを4 00名雇用しているが、
うち15 0名が毎年静めている。

香港のその銀行に島問喰できるのは香港のエリ
だが、 にもかかわらず15 0名が辞めて、 カナダや
ストラリア、 アメリカなどへ移住していくとい
とfご。

薬剤師、 教員、 弁護士などのピジオ、スエリートずあ
る。その意味て＼香港の将米は不安があると言劫ぎ

題が、 去年、 香港において2 つ起こった。
1 つは5月に起こった。香港はイギリスの槌

て給野州、るが、i��の給皆、 あるし、は赤、ぃ給皆
われた新華社香港分社の許家屯支社長は80年代
頭に北京から任命されてきて、 本当に肩て‘風を切っ
て香港を悶歩していた。三午家屯はたいへんな勢1を
持っており、 やがて彼が返還後の特別行政府長占、
最高指導者になるのではないかと言われていた。｜と
ころが、 その彼が去年の5月にアメリカに亡命uて
しまったのfご。

この事件を中国当局は一所懸命に隠していた
もちろん分かつてしまう。初めのうちは亡命とは言

命であって、 彼は党を除名されている。
あれほど赤い中国の総元締めとして君臨した言家

屯が、 なぜ自らア メリカに亡命したのか。 しか払
いかにも中国人らしく、 彼は亡命に際して一族郎党
全部、 自分の娘婿までアメリカに連れて行った。そ
の彼が亡命した理由を分析することによって、
の香港の情勢が分かると思うが、 1 つは、 彼は越紫
陽と非常に近かった。天安門事.·flt�のあと、 越紫陽は



かったということは、 同じ共産党て、はあっても改革
派であったという ニとだ。したがって、 越紫陽の失
脚と述関していることが1 つの理由である。

もう 1つは、 天安門事件のときに香港で起こった
200 7J人デモを取り締まらなかった責任を問われたこ
とである。 越紫陽に近いとすれば、 取り締まらない
のが当担ミであろう。

また、 おそらくこれがし、ちばん重要だと思われる
が、 天安門事件以降、 多くの中国の知識人や学生活
動家が海外に亡命している。 ウーアノレカイシ君や、
この間日本に米て話題を投げた方励之氏などもそう
だ。そ別訪B柴玲という女性民主化運到燦なEたく
さんの人々 カ可毎外に亡命していった。彼等亡命者は
おしなべて香港を経由して海外に出ていっているの
だが、 それを取り締まらなかった、保護したという
理由もある。

そしてもう1 つのIUU起が12月に起こっている。香
港を支えてきた2つの大きな柱の 1つは、 貿易商社
のジ、ヤーリン ・マジ ソン商会て、あった。ジ‘ャーリン
もマジ ソンももとをたfごせば山良市のような人て、あっ
て、 イギリスの束インド会社に雇われたりしながら、
アジアでひと儲けしようとほっつき歩き、 アヘンを
中図に売り込んで1諸けていた。

そのジ、ヤーリン・マジ ソン商会は19 84年、 つまり、
劉i小平とサッチャーが香港の将来について交渉し始
めたときに持ち材迭をi：をパミューダに移し、 香港か
らいつでも退ける態勢をつくっていた。このことは
当時の香港の人たちにとって非常に深刻であった。

ジ‘ャーリン ・ マジ ソン商会は貿易のほかにもう 1
つ、特に戦後は金融でもっていたのだが、 この元締
めは香港上海銀行である。これは香港通貨の 80 数%
の香港ドノレを発行している準中央銀行であるが、 香
港島の真ん中に新宿の菊商店庁舎を不格好にしたよう
なピルを巨費を投じて2 、 3年前に竣功したばかり
で、あった。香港に新い、ピノレを建て、草色対に香港と
運命を共にすると言っていながら、 この12月に持株
会社をロンドンに移したわけである。これもまた香
港の人たちには非常にi菜刻て‘あった。

私は香港にもよく行くし、 香港の将来について国
際会識が頻繁に開かれているのでよく出席している

が、香・港の人々 や大学の教授たちは、 おしなべて香
港の将米について悲観的で‘ある。日本の企業や日本
の総領事館などはどちらかといえば楽器削だが、 何
といっても日本はいって．もヲ｜き揚げられるからであ
ろう。製造業は香港にそれほど投資しておらず、 投
資しているのはほとんど金融や流通である。fが丘は
流通資本が随分入っているが、 いざとなればヲlき場
げ、 あるし、はそれまでに儲かるような態勢をつくっ
ているfごろう。

香港の人々 があまりにも悲観的なことを言うので、
私は彼らに、 ちょっと待ってくれと言ってL、る。香
港だけを見れば悲観的になろうが、 中国大陸全体あ
るいは広東省を見てみると、 香港の影響で広東がよ
くなっているのは事実である。現に香港ドルは、 世
界の為替市場ではほとんど取り引きされていないロ
ーカルカ レンシーで、あるにもかかわらず、 中国の人
民元に比べると非常に5郎、。深ガIIなどでは香港ドノレ
でなければ通用しない寸らい人民元を駆逐している
のみならず、 広州｜一帯では香港ドノレが通用していて、
治資されていい、のだ。 3分のlは戻ってこい、。
広東省は香港ドルの支配下lこなっているわけである。
返還まであと6年とはL、え、 それまで中国の現体制
がもつのか。もしかするとこの6年のうちに崩れる
かもしれない。一方、 香港の最舛草で、中国社会は内部
からどんどん変わりつつある。 同時に、 ソ迷を見て
も刺攻を見ても、 社会主義は解体し始めており、 そ
の大きなうねりが一方にあるのである。

この両方を考えればそれほど悲観することはなく、
もっと自信を持てと、 逆説的に勇気づけているよう
な状況である。香港の人々 が非常に到H岳しているこ
とは間違いない。

ただ、 今後の中国が来たして香港返還までもつか
どうか、 どちらが崩れるのが早いか、 そのような事
態が中国大陸にも時々 刻々 と迫ってきているのでは
ないかという気がする。

（台湾の発展と中国への影響 〉
最後に台湾について述べるが、崩丘は日本の新聞

にも台湾のことがだL、ぷIHるようになってきた。い
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わゆ る NIESと言われる新興工業諸国、あるいは新興
工業！済地域のなかで、 いちばんパフォーマンスの
いいのが台湾であり、1人当たりGNPが 8500ドル
なつ士L、る。香港よりも少し落ちるが、香港が人口
600万人であることに対して台湾は2000万人の人口を
持っているのだから、 たいへん立派なことである。

しかも、 台湾の貿易総額は日本の 4 分の1 である。
日本はL、ま世界最大の貿易立固と言われているが、
台湾は1500 億米ドル〈守らいの貿易急鵠買を持つように
なっ作。また、 台湾にとって非常に成績がいいと思
えるのは、 外貨準備高が世界第 2 位であることだ。
いま台湾の外貨準備高は七百数村影？とドルで、 アメ
リヵ を追い抜いて日本の次「らいlこいる。ただ、 日
本の場合は民聞が外貨をかなり持っているので、 そ
れを入れれば300 01；意米ドル位になるから台湾はその
3分のl位ではあるが、 それにしても非常にいL、成
績だと言えよう。

中国大陸は1湘近い人口を持ちながら、樹立よう
やく貿易が堅調になってきて200 償却ミドルくやらいの外
貨である。台湾の人口はその60 分の 1 であり、 1人
当たり外貨準備高は世界ーだ。したがって、 外国を
旅行すれば、 台湾の人がいちばん金持ちということ
になってきている。秋葉原や新宿の専門店に行って
みると分かると思うが、 北京語ではな〈台湾語のテ
ープ到す流れていて、 いかに台湾のお客が多いかを示
している。

そのように経済が堅調であるうえに、 李登輝い、
うたいへん立派な台湾人が総統になってかなりの政
治改革をやっている。李登輝氏は京都大学に学んだ、
日本人以上に日本語が上手な非常に親日家で、 日本
にとうでもありがたい方である。たいへん端正な日
本語を使って、 西国幾太郎などについては非常に造
言旨カ有楽い。

彼は非常に優秀で台湾大学の教授を2 0年間やって
いたが、この間にコーオ、ノレ大学で一学徒としてPhD
を取っている。このときのPhD論文は、 台湾の良工
聞の資本移動に関するもので、 アメリカ学位論文の
最優秀賞に輝いてしゅ。そのような方が蒋経国のあ
とに台湾に出てきたわけである。もっとも蒋経国が
彼に目をつけたわけだが、李登輝氏は台湾人であり
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ながら、 国民党の最高責任者として、 台湾が台、
して長期に存続することがいかに必要かを考えτい
るようfご。

尉丘、 国家統一綱領をつくり、 大陸との関係、
期的に持続していくことによって、 大陸が変わ4の
ではないかという政策を立ててし、る。しかも国戸的
には野党の民主進歩党を許し、戒厳令も取り払 た。
また、 中国を高知翠視する情報も長話庄はなくしてける。

その意味で非常に民主化が進んでいるわけだが、
西側諸国の一員としてこの20年間、 世界からJnutさ
せられている中で、立派にやってきたことは見事社も
のだと忠、う。この台湾の影響が、 実は大陸にますま
す強〈出ている。この間私も福建省を見てきた
今後、 福建省は台湾を抜きには考えられないだ

福建省の省都福J·Mの南に問江とし、う川が流れτい
るが、 閑江から北は閑北、 南は問南という。い
る福建語は問南語であり、 それが台湾語でもあw。
悶北は言葉が少し違うし、 問江から10キロ〈’らし卜隊
れると言葉がみんな違ってくるが、 福建省の南r－＂、
台湾にいちばん近い底門一倍は全部、 福建省の世界
である。

言葉が同じであり、 先祖が同じだということ
昧は非常に大きいのだが、 その台湾が中国に対Uて
Eのような国6夜をとっているか。いろいろある
いちばんはっきりしていることは、 天安門事件カl起
こって西側諸国が中国を制裁し、観光客もほとfL. c· 

中国に行かなくなったときに、 李登輝氏は実に賢明
な政策をとった。このようなときにこそ大陸に行っ
て来いと、 近親訪問、 親族訪問ということで台湾の
普通の庶民を大陸に送り込んだ。

そのために、昨年 1 年間だけで100万人の台湾
大陸を訪れており、 これは実に大きいと思う。昨年
は香港辺りには外国人はほとんど居らず、 台湾φお
客だけでもっていたのである。彼らはたくさんの製
品とお金を持って地縁、血縁のオ、ットワークて滑ら
ばって行くわりだが、 その大部分は福建へだっこ。

この影響が非常に大きいと同時に台湾の資本家は
いま、 あり余る外貨をいかに投資するかという国家
の政策とともに福建省に投資している。度門な で
は台湾の金持ちのために別荘を開発したりマン討ョ



ンを建てて、 台湾さまさまという感じである。国民
党反弱M本制下にあって台湾はわれわれが解放すると
言うどころか、 逆になっているわけだ。

福建省の庶民には、 自分たちよりも台湾飴芥のほ
うがはるかにうまくいっていることが分かっている
から、古伝丘、 中国当局は “台湾崇拝思想、の克服” を
スローフゲンにしている。

ということは、 将米、 椋産省はますます台湾の影
響下に入っていき、 香港は広東い、うかたちで、 華
南経済凶はし、まの中国と違った方向に歩いていかざ
るを得ないのではないかと思う。！亙門からフェリー
に乗ってコロンス島に行き、111の上の日光岩を登る
と金門島が見えるが、 その金門島には「三民主義統
一中国jと書・いである。 7 キロしか離れていないの
で、 天気がよけれは望遠鏡で見えるのである。

最近、 台湾では新い、三民主義一自由・平等・均
富ー と言っている。孫文は民族・民権・民生と言っ
たが、 台湾では自由・平等・均富と言っているのだ。
実は大陸のほうが富の格差は大きし幹部や特権階
級は富んでいるが、 台湾は日本と同じように中間層
が非常に多くて、 それほどの金持ちはL、なL、。した
がって、 もしかすると21世紀には、 新い、三民主義
が大陸にできるのではないかと思っている。これは
決して冗談ではなく、 そのような時代がくるかもし
れない。

同経済の波及が社会主義を崩⑨
官頭に述べた中国のいろいろな混乱、 民主化、 地

方分権化など、 今後、 中国はいろいろな試練に立た
されざるを得ないことを考えると、 中国が台湾を解
放し、 香港を回収するとし、うことではなく、 香港や
台湾が中国を変えていくというアングルが必要では
ないかと思うのである。

これは結局、 自由経済という市場経済の強きだと
思う。中国は社会主語討本制をとっているわけで、 そ
の点で台湾や香港の市場動斉が結局は強かったとい
うことである。水は高いところから低いところへ流
れていくように、経；芳の強いところの影響が広まり
つつあるわけだ。そして、 大陸はたまたま資本主義

的なインセ ンティプを許したので、ある。このことの
意味は大きく、 ある意味で部小平は自ら天につばを
吐いたようなかたちとなった。自らの改革政策のた
めに最終的には中国共産党体制、 社会主義体制がと
り崩されてし、くのではないかと思うのである。それ
はそれほど速い将来のことではなく、 21世紀までの
あいだに年々 、 そのような変化が見えていくのでは
ないかという気がしている。

世界を見てみると社会主義の国はほとんどなくな
ってきており、束欧は全く社会主義て、はなくなった。
ワルシャワ条約機構もコメコンもな〈なったし、 ソ
連も半分は社会主義て、はない。エリツインの ソ連な
ど、 まったくそうではない ソ連だという気がする。

そのエリツインのすくや下にL、る同士にモスクワ市
長のポポフがし、るが、 彼も去年の11月に台北を訪れ
て本当にびっくりしている。時代は変わったものだ
と思うが、 ソ連革菊n1�のポポフ市長が台北を訪れて、
繊維製品にしても雑貨にしても電気製品にしても、
ソ連にはないものが台湾にはたくさんあるのを見て
ポポフはすっかり台湾に感激したようだ。

そしてポポフ市長は自分があまりにも感激して帰
ってきたものだから、 11月下旬にはそスクワ市会議
員らを台北に送っている。このようなことを考える
と、 やはり市場経済の持つ意味はきわめて ソ連社会
の変化を促すうえでも大きいのではないかという気
がする。

（本稿は本年7月2目、企操研究会「企操経営懇話会J 7月例会で
の祇買内容を加箪・修正したものである）

Business Research 1991.10 _59 



‘I'· 

ll(l引127lFJOJl2011可� 3卜f.§1:111!1均’.;i..’f ISSN 0912-1552 
創造と•＇1

…1991 10  I Business’ 
VolBQs, I Re,search 

経営意思決定と組織風土革新
～これからのトップ・マネジメントの役割と機能～

研究愉文・”社会の中の企業”とトップ・マネジメント ι教大学教授 l:Jj 文喰Ii

ケース・東京ガス／山之内製薬／ニチアス

；.�；.；；コ ビュー 畑企業での異文（じ経験の迫力 μアメリt'!1ifir鍛rJt 11111 Im 

風土改革 企業理怠「INAX5」と人材育成 INAX 

企娘福祉 ライフサイクルセンターと生涯教育支援体制 鋪潟lit’下I；業

.ItャA‘

。｜銀企業研究会
Business I�csearch I nst i t ute Inc. 


